






要約:小児の不慮の事故防止を目的とした啓発活動と保健指導を,静岡県沼津市で施行し,

その効果判定に沼津市立病院の救急外来を受診した小児の事故症例の実態調査を行った。

保健指導を行った 1993 年の小児の事故症例数は,1992 年に比較して有意に減少しており,

保健指導や啓発活動の効果とも考えられる。事故防止の保健指導を都道府県レベルに事業

化継続し,その動向を注意して観測し続けることが重要である。


